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まちの 題●話

多くの本にふれる楽しみを 優勝目指して、力を合わせ

防火への意識を高めましょう

安全でおいしい倶知安の農産物を

文化向上に寄与した功績を称え

学校給食で子どもたちに地元の味を

高
の
カ
フ
ェ
『
Ａ
ｇ
ｇ
ｉ
ｅ
′
ｓ

（
ア
ギ
ー
ズ
）』。
倶
知
安
農
業
高

校
の
敷
地
内
、
以
前
は
食
品
加
工
室
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
そ
の
場
所
で
、
同
校
教

諭
の
宮
本
恭
子
さ
ん
は
作
業
服
姿
で
私
た

ち
を
迎
え
て
く
れ
た
。

　

宮
本
さ
ん
は
京
都
府
に
生
ま
れ
育
ち
、

地
元
の
農
業
高
校
へ
進
学
、
そ
こ
で
初
め

て
牛
に
触
れ
、
そ
の
楽
し
さ
を
知
る
と
同

時
に
、
動
物
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
へ
の
興

味
を
持
っ
た
。

　
「
動
物
と
触
れ
合
う
こ
と
を
始
め
、
自

分
が
高
校
の
3
年
間
で
得
た
経
験
を
、
今

度
は
自
分
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と

考
え
、
将
来
は
農
業
高
校
の
先
生
に
な
ろ

う
と
決
意
し
ま
し
た
」

　

農
業
教
科
の
教
員
と
な
る
た
め
、
大
学

進
学
を
決
め
た
彼
女
は
、
北
海
道
に
あ
る
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※まち ひと しごとは不定期連載です

農

農
業
系
の
大
学
へ
入
学
し
、
そ
こ
で
教
員

免
許
を
取
得
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
3
年
間
は
、
赤
井
川
村
に

あ
る
牧
場
経
営
を
行
う
民
間
企
業
に
勤

め
、
そ
の
後
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し

た
彼
女
は
日
高
管
内
静
内
農
業
高
校
で
の

6
年
間
を
経
て
、
平
成
24
年
4
月
に
倶
知

安
農
業
高
校
へ
赴
任
し
た
。

　
「
倶
知
安
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
と
に
か
く

雪
の
多
い
町
。
そ
れ
と
羊
蹄
山
の
眺
望
で

し
た
が
、
実
際
に
暮
ら
し
を
始
め
て
か
ら

は
、
暮
ら
し
や
す
さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
多
く
の
外
国
人
が
訪
れ
る
国
際
的
な

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
姿
に
驚
き
ま

し
た
」

　

倶
知
安
農
業
高
校
と
し
て
は
こ
れ
ま

で
、
生
徒
ら
が
生
産
し
た
農
産
物
や
加
工

品
の
販
売
を
行
う
『
農
高
の
お
み
せ
』
や
、

特
産
品
の
じ
ゃ
が
い
も
を
活
用
し
た
ポ
テ

ト
ペ
ー
ス
ト
に
よ
る
ス
イ
ー
ツ
の
開
発
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
年
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

生
産
物
や
加
工
品
を
、
生
徒
自
ら
が
調
理

し
提
供
す
る
手
作
り
の
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。

　
「
は
じ
め
は
本
当
に
何
も
な
い
と
こ
ろ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
生
徒
と

教
員
が
話
し
合
い
、
深
く
関
わ
る
こ
と

で
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
場
所
探
し
を
は
じ
め
、
提
供
可
能
な

メ
ニ
ュ
ー
や
、
接
客
の
仕
方
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
」

　

農
高
の
カ
フ
ェ
『
Ａ
ｇ
ｇ
ｉ
ｅ′
ｓ
（
ア

ギ
ー
ズ
）』
は
7
月
に
初
日
の
営
業
を
迎

え
た
。
当
初
は
緊
張
し
、
ぎ
こ
ち
な
い
動

き
の
生
徒
た
ち
だ
っ
た
が
、
回
数
を
重
ね

経
験
を
積
む
中
で
、
今
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
ら
し
さ
を
表
現
し
た
り
、
新
た
な

自
分
を
発
見
す
る
、
成
長
の
場
所
に
も

な
っ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
、
み
ん
な
で
つ
く
っ
た

こ
の
場
所
を
、
単
に
飲
食
の
空
間
と
し
て

で
な
く
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
場
所
と

し
て
、
ま
た
、
農
高
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
町
民
の
方
々
や
観
光
客
ら
と
の
交
流
が

で
き
る
場
所
と
し
て
、
活
用
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
倶
知
安
農

業
高
校
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
強
み
に
、

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
生
徒

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
自
身
も
成
長
し
て
い
き

た
い
と
宮
本
さ
ん
は
話
す
。

　
「
私
は
高
校
の
３
年
間
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
に
も
、
農
業
と
い
う
教
科

を
通
じ
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
か
ら
も

幅
広
く
学
び
、
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と

で
、
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
て
ほ
し
い
と

地
域
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら

と
も
に
成
長
で
き
る
高
校
に

思
い
ま
す
」
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総合計画について
　総合計画は自治体運営において、全町民が協力し
てまちづくりを進めるための方向を示すもので、町
では現在、2020 年度～ 2031 年度（12 年間）を計
画期間とする第 6次総合計画の策定に向けて取り組
んでいます。
　第 6次総合計画の策定にあたっては、「観光・農
業による経済効果を域内循環させることで、地域経
済を活性化させるとともに、町民一人ひとりのQOL
（＝ Quality of Life）を向上させる」ことを基本とし、
高齢者や子ども、子育て世代や障がい者など、倶知
安町で暮らす全ての人が幸せを感じ、充実した生活
ができるような施策を各分野で展開していくことを
目指します。

農業戦略について
馬
ばれいしょ

鈴薯生産振興対策事業（疫病等予防事業）
　梅雨期における豪雨などにより、無人ヘリコプ
ターによる馬鈴薯ほ場の防除を実施した農業者に対
し、掛かり増し経費の一部を助成します。
有害鳥獣の出没状況について

有害鳥獣災害防止用電気柵購入補助金
　購入に係る経費の一部を助成します。
狩猟免許取得補助金
　猟友会の担い手育成を推進するため、新規狩猟免
許取得に要する経費の一部を助成します。

宿泊税について
　宿泊税は、世界有数の山岳リゾートとして発展し
ていくことを目指し、地域の魅力を高めるととも
に、観光の振興を図る施策に要する費用に充てられ
ます。倶知安町では 2019 年 11 月からの導入に向け
て取り組んでおり、町内の宿泊施設への宿泊に対し、
宿泊者に課税されます。税率は、宿泊以外のサービ
スに相当する料金や消費税などに相当する金額を除
いた、宿泊料金の 2%です。

宿泊者 倶知安町
旅館業・住宅宿泊
事業を営む方

町が進めている主な 7つの取り組みについて、町
長が説明しました。その内容を一部紹介します。

町長が各会場に出向き、町民とまちづくりについて語り合うまちづくり懇談会。町が
現在進めている取り組みの状況などについて町長から直接聞き、さらに皆さんが日頃
感じている疑問や要望などについて、町長と直接意見を交わします。
今月の特集では、10 月から 11 月にかけて開催されたこのまちづくり懇談会に参加で
きなかった方のためにも、懇談会で町長から説明のあった事項や話し合われた内容に
ついて一部を紹介するとともに、今後のまちづくり懇談会のあり方について考えます。
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今年は以上のとおり 10 会場で開催しました。
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防災の心得について
命を守る対策
　避難するときに持ち出す最小限のものを非常持出
袋などに入れて用意しておきましょう。

○テレビやラジオの他、防災行政無線屋外スピー
カーや戸別受信機、防災行政無線自動応答サービ
ス（☎23－2121）や町HPなどを活用し、災害情報・
気象情報・避難情報を集めましょう

○インターネットなどによるデマに注意しましょう
○指定の避難場所などを把握しておきましょう

北海道新幹線事業について
トンネル工事について
現在、町内では二ツ森トンネルと羊蹄トンネルの

2カ所で掘削工事を行っており、11 月 1日現在、二
ツ森トンネルの工事進捗率は 36%となっています。
また、羊蹄トンネルは現在シールドマシンを組み立
てており、2019年 4月掘削開始予定となっています。
インバウンド等対応策検討協議会
この協議会では、訪日外国人旅行を含めた観光、

それを活かした広域的なまちづくりに寄与できるよ
う、関係自治体はもとより、民間や海外の事情に詳
しい方などからいただいた意見を、今後の駅の高架
橋や駅舎の設計に反映させていきます。

英語教育について
外国語教育は小学 3・4年から
　町では、国の示した小学校の外国語教育の充実に
向けた移行期間の開始年となる今年度より、英語専
科教員を活用した授業を実施しています。授業は、
日本語を使わず全て英語により進められ、年間を通
して 3・4年生で 35 時間、5・6年生で 70 時間の実
施を目指しています。
その他の英語に関する町の取り組み
○イングリッシュキャンプ事業
サマーキャンプの実施　児童生徒 48 名の参加

○「ことばでつながる」まちづくり事業
昼夜各 2コースの実施　高校生以上 80 名の参加

役場新庁舎建設計画について
　全ての町民にとってやさしく、利用しやすい安全
安心な「倶知安らしい」庁舎を目指します。
計画の基本方針　①すべての人が利用しやすい庁舎

②防災拠点となる強い庁舎
③機能的で柔軟性のある庁舎
④人と環境にやさしい庁舎

今後のスケジュール



保育施設などの土曜保育について

町民の声 町の考え

現在、町内で土曜保育を行っているのはくっちゃ
ん保育所と 1幼稚園のみ。保育士を 2幼稚園に派
遣するなどして土曜日の保育を行ってくれないか。

平日は幼稚園に通っている子を土曜日のみくっちゃん
保育所で受け入れるのは、子どもにとって負担である
と考える。町内幼稚園との協議を引き続き進めたい。

防災無線について

町民の声 町の考え

防災無線の音声が非常に聞きづらい。 以前は機械の音声を放送していたが、9月の放送は町
職員の声で行った。こちらの方が聞きやすいとの声が
あったので、当面はこの方法で行いたいと考える。

倶知安厚生病院について

町民の声 町の考え

倶知安厚生病院は小樽市を除いた後志管内で中核
的な医療機関だと思うので、何とか維持存続に向
けた話し合いをしてほしい。

運営については、羊蹄山麓 7カ町村で話し合っている。
施設整備については、国や道などからも支援を受けな
がら近隣町村が協力し合って進めていきたい。

町営住宅の新築・建替について

町民の声 町の考え

民間アパートの家賃が高く、高齢者は特に困って
いる。既存の町営住宅は老朽化が進んでいるので
新築や建替えを検討してほしい。

町営住宅の新築は難しいが、既存の町営住宅について
は、倶知安町公営住宅等長寿命化計画に沿って順次改
修工事を行っているのでご理解願いたい。

新庁舎建設後の保健福祉会館の利用について

町民の声 町の考え

役場新庁舎が建設されたら、現保健福祉会館はど
う利用するのか。図書館にしてはどうか。

絵本館の老朽化が進んでいるので、絵本館にするとい
う案がある。工夫しながら対応を考えたい。
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説明のあった事柄の他、皆さんが生活する中で疑問に
思うことなどについて町長と意見を交わしました。
各会場におけるその内容の一部を紹介します。
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ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
広
報
10
月
号
や
町
内

会
回
覧
、
町
HP
に
掲
載
す
る
他
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
チ
ラ
シ
を
配

布
す
る
な
ど
の
方
法
で
周
知
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所

ぬ
く
ぬ
く
保
護
者
で
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
の
あ
っ
た
56
名
の
う
ち
、

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
」
を
「
知
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
の
は
13
名
の
み

で
、
全
体
の
76
・
8
％
に
あ
た
る

43
名
は
「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
な
い
（
で
き
な

い
）そ
の
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
内
容
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
」、
次
い
で
「
意

見
が
町
政
に
反
映
さ
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
」、「
日
程
の
都
合
が
つ
か

な
い
」
で
し
た
。

くっちゃん保育所ぬくぬく保護者に聞きました

ま
ち
づ
く
り
を

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

「
知
ら
な
い
」
が
約
8
割

ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

今年の傾向を分析
女性や若い世代の参加少なく

な
ぜ
参
加
し
な
い
？

周
知
や
開
催
方
法
に
課
題

　

町
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
意

見
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

町
民
誰
も
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
る
機
会
の
一
つ
と
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
を
実
施
し
て
お

り
、
年
代
や
性
別
に
偏
る
こ
と
な

く
若
い
世
代
や
子
育
て
世
代
、
さ

ら
に
は
中
高
生
ま
で
、
幅
広
い
年

代
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
町
民
が

参
加
す
る
こ
と
が
、
町
民
一
人
一

人
が
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
減

少
や
偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
解
消
に
向

け
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の

開
催
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
周
知

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
意

義
な
ど
に
つ
い
て
も
十
分
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
あ
く

ま
で
町
民
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
す
。
町
で
は
、
今
後
も

こ
う
い
っ
た
機
会
を
含
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
で
工
夫
し
な
が
ら
、

町
民
の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、

一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　5ページで伝えたとおり、今年のまちづくり懇談会には 118
名が参加しました。参加者は、比較的高い年齢層の参加が多く、
78・8％が男性となっており、その属性には大きな偏りが見ら
れます。
　この結果に基づいて、参加の少なかった層の中でも特に、働
きながら子育てをしている世代を対象としたアンケートを実施
し、「まちづくり懇談会に参加しない（参加できない）」その理
由を聞きました。

女性
（21・2%）

男性
（78・8%） 60 歳代

（25・4%）

不明（1・7%）

70 歳以上
（42・4%）

40 ～ 50 歳代
（22・0%）

20 ～ 30 歳代
（8・5%）

知っている
（13人）

知らない
（43人）

回答のあった 56人のうち
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こ ど も の ひ ろ ば

子育て支援センター（南 3東 5　ぬくぬく内）
☎ 55 ー 8355　FAX 55 ー 8377
開所時間　9時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時
休 所 日　日曜日、祝日、年末年始

　10 月 27 日㈯、総合体育館メインアリーナで倶知安
町スポーツ少年団本部主催の体力テストが実施され、
町内の各スポーツ少年団に所属する子どもたち 163
名が参加しました。
　この体力テストは、いろいろな運動の基礎となる行
動体力を、できるだけ簡単な方法で、総合的に判断す
るために作成されたもので、スポーツ推進委員やス
ポーツ指導員、少年団指導者や保護者らの協力により
毎年行われており、立ち幅跳び・腕立て伏せ・上体お
こし・時間往復走・5分間走の 5種目を行い、それぞ
れの結果を総合した数値を得点で評価し、1～ 5級と
級外の 6つで判別します。
　参加した子どもたちは、少しでも良い記録を出せる

好記録めざし、全力で！

1月の広場のお知らせ
あいあい広場（0歳）　　　  1 月   10 日㈭
きらきら広場（1歳）　　　  1 月   17 日㈭
のびのび広場（2・3歳）　　1月   24 日㈭
どの広場も 10時から子育て支援センターで節分に関
連する制作をします。
■申込／ 12月 10日㈪ 9時 30分～

みんなで昼食会
みんなで楽しくお弁当を食べましょう。テーブルとイ
スを用意します。
■日時／ 1月 16日㈬ 11時 30分～ 12時 30分

1月 25日㈮ 11時 30分～ 12時 30分
■場所／子育て支援センター
■持ち物／お弁当、飲み物
■申込／ 12月 17日㈪ 9時 30分～

よう、どの種目も手を抜
くことなく、最後まで全
力で取り組んでおり、ひ
とつひとつの記録に一喜
一憂する姿が見られまし
た。

一
人
一
人
が
輝
く
舞
台

学
芸
会
・
学
習
発
表
会

　

町
内
各
小
学
校
で
学
芸
会
や
学
習
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
音

楽
の
授
業
で
習
っ
て
い
る
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
や
リ
コ
ー
ダ
ー
の
他
、
練
習
を
重
ね
て

き
た
劇
や
合
唱
な
ど
を
披
露
す
る
と
会
場

は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

10
月
20
日
（
土
）

　

東
小
学
校
・
北
陽
小
学
校
・
西
小
学
校

10
月
21
日
（
日
）

　

倶
知
安
小
学
校

10
月
27
日
（
土
）

　

西
小
学
校
樺
山
分
校

⑤
顔
に
当
て
て
、
針
金
部
分
が
あ
る
場
合

は
鼻
の
形
に
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
る
。
そ

の
ま
ま
顎
ま
で
隠
れ
る
よ
う
に
下
ま
で

伸
ば
す
。

⑥
顔
に
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
な
が
ら
耳
に
紐
を

か
け
る
。

注
意
点

①
顎
部
分
に
付
着
し
て
い
た
飛
散
物
が
マ

ス
ク
の
内
側
に
つ
い
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
着
用
し
て
い
る
マ
ス
ク
を

顎
に
か
け
な
い
。

②
鼻
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
を
防
ぐ
た

め
、
し
っ
か
り
鼻
部
分
ま
で
覆
う
。

③
マ
ス
ク
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
に
手
で
触

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

フ
ィ
ル
タ
ー
は
触
ら
な
い
。
ま
た
、
外

す
時
も
フ
ィ
ル
タ
ー
を
触
ら
な
い
。

④
マ
ス
ク
は
最
低
１
日
１
回
交
換
し
、
繰

り
返
し
使
用
し
な
い
。

⑤
外
し
た
後
は
、

必
ず
手
洗
い
を

　

気
温
が
下
が
り
、
感
染
症
が
流
行
し
や

す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
飛ひ

ま
つ沫
感
染
（
咳
や
く
し
ゃ
み

に
よ
る
飛ひ

ま
つ沫

に
病
気
の
原
因
と
な
る
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
た
場
合
、
こ

れ
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
す
る
こ
と
）

を
、
正
し
い
マ
ス
ク
の
選
び
方
と
使
い
方

で
し
っ
か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
用
マ
ス
ク
の
種
類
と
選
び
方

・
不
織
布
製
マ
ス
ク

立
体
的
に
な
る
プ
リ
ー
ツ
構
造
を
採
用

し
た
プ
リ
ー
ツ
型
と
、
顔
の
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
形
状
で
密
着
性
を
高
め
た
立
体
型

が
あ
り
ま
す
。
粒
子
の
捕
集
性
や
通
気
性

が
よ
く
、
使
い
切
り
を
前
提
に
し
た
も
の

が
中
心
で
す
。

・
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク

保
温
と
保
湿
性
が
高
い
の
で
乾
燥
か
ら

喉
を
守
り
た
い
時
に
役
立
ち
ま
す
。
ウ
イ

ル
ス
な
ど
小
さ
い
粒
子
の
も
の
を
カ
ッ
ト

す
る
効
果
は
、
不
織
布
製
マ
ス
ク
よ
り
も

低
い
で
す
。

プ
リ
ー
ツ
型
マ
ス
ク
の
正
し
い
使
い
方

①
手
洗
い
な
ど
で
手
を
清
潔
に
す
る
。

②
上
下
を
確
認
す
る
。
針
金
が
入
っ
て
い

る
場
合
は
、
そ
れ
が
上
方
向
で
す
。

③
マ
ス
ク
の
裏
表
を
確
認
す
る
。
プ
リ
ー

ツ
が
あ
る
場
合
は
、
山
の
部
分
が
「
下

方
向
」
に
向
く
よ
う
に
着
用
す
る
。

④
ゴ
ム
紐
を
広
げ
、
プ
リ
ー
ツ
を
上
下
に

伸
ば
し
、
マ
ス
ク
を
完
全
に
広
げ
る
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
い
季
節
で
す

正
し
く
マ
ス
ク
を
使
い
ま
し
ょ
う

　

健
康
診
断
を
受
け
て
い
な
い
人
の
生
活

習
慣
病
に
か
か
る
治
療
費
が
、
受
け
て
い

る
人
に
比
べ
て
、
そ
の
額
が
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。
年
１
回
の
健
康
診
断
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
を
受
け
な
か
っ
た
人
の
場
合
、
毎

年
受
け
て
い
る
人
に
比
べ
て
、
年
間
の
医

療
費
が
約
50
万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す

（
※
40
―
74
歳
倶
知
安
町
国
保
加
入
者
の

生
活
習
慣
病
に
よ
る
医
療
費
よ
り
計
算
）。

少
し
面
倒
に
思
っ
て
も
、
健
診
を
受
け
る

こ
と
は
、
体
は
も
ち
ろ
ん
家
計
に
も
良
い

影
響
を
与
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
健
診
の
受
診
料
は
通
常
、
糖
尿

病
・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
検
査

で
1
万
円
程
度
か
か
り
ま
す
が
、
国
民
健

康
保
険
の
方
は
無
料
で
す
（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
・
生
活
保
護
世
帯
の
方
も
無
料

で
す
。
社
会
保
険
の
方
は
加
入
保
険
者
ご

と
に
補
助
が
異
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
保

険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
自
身
の
身
体
状

況
を
確
認
、
そ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
生
活

習
慣
を
整
え
る
こ
と
で
、
怖
い
病
気
を
予

防
し
、
病
気
に
よ
る
苦
し
み
・
痛
み
だ
け

で
な
く
、
医
療
費
も
軽
減
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

年
に
１
度
の
健
康
診
断
で
医
療
費
も
軽
減

受
診
券
の
有
効
期
限
に
ご
注
意
を

　

国
民
健
康
保
険
の
方
に
は
5
月
頃
に
無

料
の
健
診
受
診
券
を
送
っ
て
い
ま
す
。
受

診
券
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
、
平
成
31
年

3
月
31
日
ま
で
で
す
。
年
度
末
に
な
る
と

混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
早
め

の
ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

健
診
受
診
予
約
に
つ
い
て

　

受
診
を
ご
希
望
の
方
は
次
の
各
医
療
機

関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
町
内
の
医
療
機
関
】

倶
知
安
厚
生
病
院
、
く
と
さ
ん
外
科
胃
腸

科
、
さ
と
う
内
科
医
院
、
白
樺
会
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

【
町
外
の
医
療
機
関
】

北
海
道
対
が
ん
協
会
札
幌
が
ん
検
診
セ
ン

タ
ー

いきいき健康ライフいきいき健康ライフ

す
る
。

　

使
用
上
の
注
意

を
よ
く
読
み
、
正

し
く
マ
ス
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
感
染

症
予
防
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23
―
０
１
０
０

　

毎
年
健
診
を
受
診
を
す
る
こ
と
で
、
お

得
に
い
き
い
き
と
し
た
人
生
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

☎
22
―
１
１
４
４



7
日
㈪

■
試
験
日
／
一
次
試
験
は
平
成
31
年
1
月

19
日
㈯

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

笹　

山　

武　

市
☎
22
―
２
４
３
３

　

佐
名
木　

幸　

子
☎
22
―
４
３
０
２

　

清　

水　

礼　

子
☎
22
―
０
０
７
５

　

古　

谷　

和　

之
☎
23
―
３
１
６
５

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
宅
で
学
べ
る
正

規
の
大
学
で
す
。

　

15
歳
以
上
の
方
な
ら
学
力
審
査
が
な

く
、書
類
選
考
の
み
で
入
学
が
で
き
ま
す
。

■
出
願
期
間
／

　
【
第
1
回
】

12
月
1
日
〜
平
成
31
年
2
月
28
日

　
【
第
2
回
】

　
　

平
成
31
年
3
月
1
日
〜
3
月
17
日

　

は
北
児
童
館

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
８
５
０
円

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
提
出

問
申
福
祉
医
療
課
☎
23
―
０
５
０
０

自
衛
官
候
補
生
（
第
５
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
／
通
年

■
試
験
日
／

・
男
子
は
12
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

・
女
子
は
12
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

■
受
験
資
格
／
平
成
31
年
4
月
１
日
現
在

で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
あ

り
、
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者

■
受
付
期
間
／
募
集
中
〜
平
成
31
年
1
月

児
童
厚
生
員
（
非
常
勤
）
若
干
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
（
近
隣
町
村
在

住
で
通
勤
可
）
で
、
保
育
資
格
ま
た
は

教
員
免
許
を
有
す
る
も
の
、
ま
た
は
児

童
関
連
事
業
に
2
年
以
上
の
従
事
経
験

を
有
す
る
も
の

■
任
用
期
間
／
採
用
決
定
日
〜
平
成
31
年

３
月
31
日
（
以
降
更
新
可
能
）

■
業
務
内
容
／
児
童
へ
の
遊
び
を
通
じ
た

生
活
指
導

■
勤
務
時
間
／
月
曜
は
10
時
〜
18
時
ま
た

は
13
時
〜
18
時
、
火
曜
〜
金
曜
は
11
〜

　

18
時
ま
た
は
13
時
〜
18
時
、
土
曜
は
8

　

時
〜
14
時
ま
た
は
12
時
〜
18
時

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

は
北
児
童
館 暮らしの

Information

問 ☎
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非
常
勤
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

自
衛
官
募
集

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

■
賃
金
・
待
遇
／
月
11
万
〜
15
万
円
程
度

※
社
保
、
雇
用
保
険
、
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
に
免
許
証
の
写
し

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状
を
添

え
て
提
出

問
申
福
祉
医
療
課
☎
23
―
０
５
０
０

児
童
指
導
補
助
員
（
パ
ー
ト
）
若
干
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
（
近
隣
町
村
在

住
で
通
勤
可
）
で
、
子
育
て
経
験
者

■
任
用
期
間
／
採
用
決
定
日
〜
平
成
31
年

３
月
31
日
（
以
降
更
新
可
能
）

■
業
務
内
容
／
児
童
指
導
員
の
補
助
業
務

■
勤
務
時
間
／

・
平
日
は
14
時
〜
18
時

・
長
期
休
暇
（
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春

休
み
な
ど
）
は
8
時
〜
14
時
ま
た
は

14
時
〜
18
時

※
小
学
校
の
授
業
時
間
に
よ
り
変
更

有
。
週
20
時
間
未
満
の
勤
務

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
に
チ

ラ
シ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
22
―
４
１
５
１

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

■
活
動
場
所
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
、
ニ
セ

コ
グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
場
、
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ス
キ
ー
場

■
主
な
活
動
日
／
ス
キ
ー
場
の
活
動
期
間

　
（
12
月
中
旬
〜
4
月
下
旬
の
休
日
お
よ

び
祝
祭
日
）

■
年
会
費
／
2
千
円

■
そ
の
他
／
入
会
後
に
救
急
法
、
雪
上
安

全
法
Ⅰ
・
Ⅱ
の
資
格
取
得
が
で
き
ま
す

問
倶
知
安
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉

　

仕
団
事
務
局
☎
０
９
０
―
１
９
３
０
―

　

２
０
６
８
（
野
中
）

　

一
緒
に
楽
し
く
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
。

■
活
動
期
間
／
12
月
15
日
㈯
〜
平
成
31
年

3
月
末

■
活
動
日
／
火
曜
日
を
除
く
毎
日
、
9
時

30
分
〜
16
時

■
活
動
場
所
／
き
た
ろ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
そ
の
他
／
会
費
、
貸
し
ス
キ
ー
無
料
、

休
憩
所
有
、
参
加
希
望
者
は
左
記
ま
で

問
田
村
☎
０
９
０
―
８
３
７
１
―
５
６
３
１

　

渡
辺
☎
０
９
０
―
５
２
２
６
―
４
７
２
６

■
日
時
／
平
成
31
年
1
月
７
日
㈪
10
時
〜

■
場
所
／
ホ
テ
ル
第
一
会
舘

れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
そ
の
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

問
☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４
（
ナ

　

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
先

■
受
付
時
間
／

・
月
〜
金
曜
は
8
時
30
分
〜
19
時

・
第
２
土
曜
は
9
時
〜
17
時

※
第
2
土
曜
日
を
除
く
祝
日
、
12
月
29

日
〜
1
月
3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん

一
日
限
り
の
開
催
で
す

■
日
時
／
１
月
12
日
㈯
10
時
〜
15
時
ま
で

不
要
な
２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
）
カ

レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
、
日
め
く
り
な
ど
、
使

わ
な
い
ま
ま
で
い
る
物
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
絵
本
館
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
持
込
期
限
／
１
月
10
日
㈭
ま
で

問
絵
本
館
☎
22
―
０
０
５
５

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
6
日
㈰
、
9
時
受
付

■
会
場
／
ニ
セ
コ
グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ
ス

キ
ー
場

■
参
加
資
格
／
Ｓ
Ａ
Ｊ
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
1

級
以
上
、
今
年
度
の
Ｓ
Ａ
Ｊ
会
員
登
録

者
で
15
歳
以
上
の
方

■
競
技
種
目
／
小
回
り
（
整
地
）・
小
回

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

所
有
し
て
い
る
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
本
格
的
な
雪
が
降
る
前
に
建
物
と
敷

地
の
管
理
（
除
雪
・
落
雪
対
策
、
冬
囲
い
）

に
つ
い
て
、
今
一
度
確
認
と
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
行
人
な
ど
第
三
者
に
危
害
を

及
ぼ
す
よ
う
な
管
理
不
全
の
空
き
家
で
、

所
有
者
な
ど
と
連
絡
が
取
れ
な
い
、
ま
た

は
対
応
し
て
く
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
お
隣
同
士
の
関

係
に
限
定
さ
れ
る
場
合
は
、
町
が
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
空
き
家
で
は
な
く
、
使
用
さ
れ

て
い
る
建
物
か
ら
の
落
雪
で
通
行
人
な
ど

第
三
者
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
場
合

に
、
所
有
者
な
ど
と
連
絡
が
取
れ
な
い
、

ま
た
は
対
応
し
て
く
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
建
設
課
豪
雪
対
策
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
で
も
、
お
隣
同

士
の
関
係
に
限
定
さ
れ
る
場
合
は
、
町
が

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

☎
56
―
８
０
０
５

問
建
設
課
豪
雪
対
策
室

☎
56
―
８
０
１
１

　

平
成
30
年
1
月
1
日
〜
10
月
1
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
対
し
、
平
成
30
年
分
の
「
社
会
保
険

料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
平
成
30
年
10
月
2
日
以
降
、
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て
納
付
さ
れ
た

方
に
は
、
平
成
31
年
2
月
4
日
に
送
付
さ

－11－

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤
十
字
奉
仕
団
募
集

新
年
交
礼
会

成
人
記
念
式
典
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

小
中
学
生
書
初
め
大
会

歩
く
ス
キ
ー
の
会
会
員
募
集

ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

空
き
家
の
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
？

絵
本
館
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
市

■
会
券
代
／
１
枚
千
円

■
申
込
／
12
月
17
日
㈪
ま
で
に
、
役
場
総

務
課
総
務
係
ま
た
は
倶
知
安
商
工
会
議

所
に
て
会
券
を
購
入
く
だ
さ
い

問
総
務
課
総
務
係
☎
56
―
８
０
０
０

■
日
時
／
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰
14
時
〜

（
受
付
13
時
）

■
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
／
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
そ
の
他
／

①
対
象
者
に
は
12
月
上
旬
に
案
内
を
発

送
し
ま
す

②
現
在
、
就
学
・
就
職
な
ど
で
倶
知
安

町
に
住
民
票
が
な
い
場
合
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は
左

記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
☎
22
―
４
１
５
１

■
日
時
／
平
成
31
年
1
月
9
日
㈬
、
9
時

30
分
か
ら
受
付
、
開
会
式
は
10
時
〜

■
場
所
／
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

■
主
催
／
倶
知
安
町
青
少
年
育
成
会

※
参
加
申
込
書
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布

―
お
題
―

◇
小
学
1
・
2
年
生　

げ
ん
き

◇
小
学
3
・
4
年
生　

思
い
や
り

◇
小
学
5
・
6
年
生　

希
望
の
光

　

◇
中
学
生　
　
　
　
　

自
然
の
威
力

問
公
民
館
☎
22
―
４
１
５
１

本
格
的
に
雪
が
降
る
前
に
対
策
を

　

空
き
家
も
個
人
の
「
財
産
」
で
あ
り
、

管
理
責
任
は
個
人
に
あ
る
た
め
、
役
場
が

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す



■
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研
修
、

文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な

ど※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を
選
べ
ま

す

■
日
程
／
平
成
31
年
3
月
24
日
㈰
〜
平
成

31
年
4
月
5
日
㈮
の
う
ち
6
〜
11
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

■
研
修
国
／
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、カ
ナ
ダ
、サ
イ
パ
ン
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

■
対
象
／
小
3
〜
高
３
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が
異
な
り

ま
す

■
定
員
／
10
〜
20
名

■
参
加
費
／
25
万
8
千
〜
49
万
８
千
円

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、『
第
43
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ

ロ
ン
島
』
の
参
加
者
を
全
国
か
ら
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
期
間
／
平
成
31
年
3
月
27
日
㈬
〜
4
月

2
日
㈫
の
６
泊
７
日

■
場
所
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
定
員
／
日
本
人
お
よ
び
在
日
外
国
人
小

学
生
３
０
０
名
（
小
学
２
年
生
〜
６
年

生
）

■
出
発
地
別
参
加
費
／
新
千
歳
空
港
発
の

場
合
は
17
万
２
０
０
０
円
（
プ
ロ
グ
ラ

ム
参
加
費
＋
旅
費
の
合
計
）
※
11
月
1

日
現
在

な
お
、
事
前
の
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
説
明
会
場
が
遠
い
方
や
、
当
日

☎
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り
（
不
整
地
）・
大
回
り
（
整
地
）
の

3
種
目

■
参
加
料
／
2
千
円

■
申
込
方
法
／
12
月
28
日
㈮
正
午
ま
で
に

参
加
料
持
参
の
上
、
体
育
館
窓
口
へ
提

出
問
総
合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
お
よ
び

地
方
法
人
特
別
税
の
申
告
お
よ
び

各
種
申
請
・
届
出
を
電
子
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
開
始
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

URLhttp://w
w
w
.eltax.jp/

【
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

URLhttp://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

sm
/zim

/dshinkoku/

問
札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部
課
税
第

　

一
課
☎
０
１
１
―
２
８
１
―
７
８
３
４

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
10
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体

験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
お
り
、
参
加
者
の
7
割
以
上
が

1
人
で
参
加
す
る
方
や
、
初
め
て
海
外
に

行
か
れ
る
方
で
す
。

　

事
前
研
修
会
で
は
仲
間
づ
く
り
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

他
の
予
定
で
参
加
で
き
な
い
方
に
は
、
別

途
説
明
会
資
料
を
郵
送
し
ま
す
。

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

道
南
バ
ス

「
東
山
線
（
倶
知
安
駅
〜
樺
山
分
校
）」

　
「
倶
知
安
中
学
校
前
」「
西
小
学
校
前
」

の
2
つ
の
バ
ス
停
に
つ
い
て
、
今
年
1
月

か
ら
、
こ
の
路
線
に
新
た
に
ス
ク
ー
ル
バ

ス
が
運
行
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
2
つ
の

学
校
付
近
で
の
バ
ス
車
両
の
交
通
量
増
加

に
よ
る
安
全
面
な
ど
を
考
慮
し
た
こ
と
か

ら
、
12
月
14
日
よ
り
バ
ス
が
停
留
を
し
な

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
行
時
間
に
つ
い
て
は
、
樺
山

小
学
校
7
時
40
分
発
は
「
7
時
36
分
発
」、

倶
知
安
駅
8
時
15
分
着
は
「
8
時
着
」
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

問
道
南
バ
ス
株
式
会
社
倶
知
安
営
業
所　

☎
22
―
１
５
５
８

問
総
合
政
策
課
☎
56
―
８
０
０
１

北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
法
人

道
民
税
な
ど
の
申
告
等
を
電
子
で

日
本
全
国
の
小
学
生
の
た
め
の
国

際
交
流
事
業

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の
春

休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

歳
末
物
資
配
分

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳
末
を
暖
か

く
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
毎
年
恒
例

の
歳
末
物
資
配
分
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

配
分
物
資
の
受
付
も
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。（
不
用
品
を
処
理
す
る
目
的
で
の
寄

贈
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

■
対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の
生
活
困

窮
世
帯
（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
を
含
む
）

■
日
時
／
12
月
14
日
㈮
、
10
時
〜

■
会
場
／
町
保
健
福
祉
会
館
会
議
室

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
22
―
４
１
５
０

年
末
年
始
は
家
族
で
火
災
予
防

　

年
末
年
始
を
控
え
、
何
か
と
慌
た
だ
し

く
な
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期

は
「
つ
い
う
っ
か
り
」
が
原
因
の
火
災
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
の
周
り
に
は
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
い
て
い
な
い
か
、
出
か

け
る
際
に
は
必
ず
消
火
し
た
か
を
家
族
全

員
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
宅
の

周
り
や
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
灯
油
タ
ン

ク
の
周
り
な
ど
に
は
可
燃
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
、
放
火
に
つ
な
が
ら
な
い
環
境

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

平成 30年 平成 29年
人　身 25件 20件
物　損 597 件 464 件
死　者 0名 0名

平成 30年 平成 29年
火　災 7件 11件
救　急 673件 708件
救　助 27件 20件
その他 114 件 139 件

主
な
事
件

▽
強
盗
事
件
の
発
生

一
般
住
宅
内
に
入
っ
た
空
き
巣
犯
と
も

み
合
い
に
な
り
負
傷
す
る
強
盗
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。

▽
暴
行
事
件
の
発
生

知
人
同
士
で
揉
め
て
、
暴
力
沙
汰
と
な

る
暴
行
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
窃
盗
事
件
の
発
生

駐
車
車
両
か
ら
タ
イ
ヤ
が
盗
ま
れ
る
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
器
物
損
壊
事
件
の
発
生

車
両
に
傷
を
つ
け
ら
れ
る
器
物
損
壊
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
事
故

▽
10
月
1
日
、
町
道
の
交
差
点
内
に
お
い

－13－

相
続
法
が
変
わ
り
ま
す

て
、
車
両
同
士
の
出

会
い
頭
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

▽
10
月
2
日
、
町
道

に
お
い
て
、
駐
車
場

か
ら
後
退
す
る
際
、

町
道
を
走
行
す
る
車

両
と
衝
突
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

☎
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ＴＯＰＩＣＳ
栄
誉
を
た
た
え
て

倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、前
年
度
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
活
躍
し
た
選
手
・

団
体
に
倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
栄

誉
賞
に
1
個
人
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
3
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
に
17
個
人
と
6
団
体

が
選
ば
れ
、
11
月
17
日
㈯
に
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
か
っ
こ
内
は
競
技
名
、

敬
称
略
、
成
績
略
）

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

　

過
去
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
、
か
つ

町
を
代
表
し
て
全
国
大
会
に
優
勝
し
た
個

人
ま
た
は
チ
ー
ム

田
原　

一
晃
（
銃
剣
道
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
優
勝
、
も

し
く
は
全
国
大
会
に
上
位
の
成
績
を
収
め

た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

倶
知
安
ク
ラ
ブ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

Ｊ
A
よ
う
て
い
（
野
球
）

倶
知
安
中
学
校
ス
キ
ー
部
（
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

町
を
代
表
し
て
全
道
大
会
に
上
位
の
成

績
を
収
め
た
者
、
も
し
く
は
後
志
管
内
大

会
に
優
勝
し
た
個
人
ま
た
は
チ
ー
ム

太
田　

智
也
（
陸
上
競
技
）

桜
間　

優
介
（
陸
上
競
技
）

門
馬　

怜
生
（
陸
上
競
技
）

宅
間　

伊
吹
（
陸
上
競
技
）

土
屋　

真
理
（
陸
上
競
技
）

船
山　

柚
樹
（
陸
上
競
技
）

松
井　

桜
政
（
陸
上
競
技
）

成
田　

友
哉
（
陸
上
競
技
）

盛
合　

凜
華
（
陸
上
競
技
）

大
野　

加
鈴
（
陸
上
競
技
）

佐
藤　

晏
人
（
水
泳
）

カ
ー　

な
お
み
（
水
泳
）

山
田　

悠
可
（
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
競
技
）

川
中　

朝
陽
（
陸
上
競
技
）

田
中　

大
誇
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

安
藤　

功
騎（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

小
林　

孝
輔
（
剣
道
）

後
志
地
方
銃
剣
道
連
盟
倶
知
安
支
部

愛
球
ク
ラ
ブ
（
野
球
）

倶
知
安
中
学
校
陸
上
部

倶
知
安
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

倶
知
安
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

倶
知
安
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

税
に
つ
い
て
正
し
く
学
び

理
解
を
深
め
る

表
彰
作
品
が

文
化
祭
を
彩
り
ま
し
た

1・2 年 3・4年 5・6年 中学生 3・4年 5・6年 中学生
町 長 賞（絵画） 町 長 賞（書道）

鈴木光樹 福岡姫奈 岩田紗和 有涼海羽 小室実結 田中勢士郎 大津京太郎

議 会 議 長 賞（絵画） 議 会 議 長 賞（書道）

傳法茉莉奈 渡邉賢吾 水口倖那 和田純弥 日野敦稀 中野結 小西希空

教 育 長 賞（絵画） 教 育 町 賞（書道）

渡辺千雪 加藤大智 萩原世安 下山倖葉 川上絢愛 本郷里奈 川村和苑

青少年育成会長賞（絵画） 青少年育成会長賞（書道）

角田玲衣 阿部実莉 川口ほのか 佐藤汐海 松谷華恋 小倉優菜 村田和優

文 化 協 会 長 賞（絵画） 文 化 協 会 長 賞（書道）

ﾋﾟｯｶﾘﾝグ望有 大門緋月 千田花菜 加藤叶楽 小椋咲和 青山怜生 鈴木寛南

　

平
成
30
年
度

の
総
合
文
化
祭

児
童
生
徒
作
品

展
入
賞
者
が
、

次
の
と
お
り
決

定
し
、
11
月
３

日
㈯
に
文
化
福

祉
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
に
て
表

　

国
税
庁
で
は
11
月
11
日
か
ら
17
日
の
期

間
を
毎
年
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、

税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
11
月
12
日
㈪
に
は
「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
「
税
の
大
切

さ
」
や
「
税
の
果
た
す
役
割
」
に
つ
い
て

正
し
く
学
び
、
そ
の
知
識
や
感
想
を
絵
は

が
き
に
し
、
税
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
倶
知

安
町
か
ら
次
の
4
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

優秀賞 北原かのん（6年）西小
樺山分校税務署長賞 中川愉々（6年）

女性部会長賞 本郷里奈（6年） 東小特別賞 大石一輝（5年）

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▲（左から）絵はがきコンクール
で入賞した中川さん、北原さん

　

ま
た
、
同
日
に
租
税
教
育
推
進
校
と
し

て
西
小
学
校
樺
山
分
校
が
倶
知
安
税
務
署

長
表
彰
を
受
け
、
11
月
26
日
㈪
に
は
、
中

学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
南
後

志
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
に

選
ば
れ
た
倶
知
安
中
学
校
1
年
の
田
原
丞

一
朗
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
は
12
月
22
日
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す

小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料
！　

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
小
学
６
年
生

以
下
の
子
ど
も
は
、
リ
フ
ト
使
用
料
が
無

料
で
す
。

　

受
付
票
に
記
入
し
、
券
売
所
に
提
出
す

る
と
町
民
利
用
者
カ
ー
ド
の
入
っ
た
腕
章

を
渡
し
ま
す
の
で
、
リ
フ
ト
を
利
用
す
る

際
は
必
ず
腕
に
付
け
、
帰
り
に
は
券
売
所

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

「
楽
し
く
、
も
っ
と
上
達
コ
ー
ス
」

　

経
験
豊
か
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指

導
に
当
た
り
ま
す
。

■
日
時
／
平
成
31
年
1
月
9
日
㈬
〜
10
日

㈭
、
18
時
〜
20
時

■
会
場
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
募
集
人
員
／
先
着
50
名

■
参
加
料
／
７
０
０
円
（
保
険
料
込
）

■
締
切
／
平
成
31
年
1
月
8
日
㈫

■
申
込
方
法
／
申
込
書
と
参
加
料
を
持
参

の
上
、
総
合
体
育
館
へ

問
総
合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

小
学
生
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

■
営
業
期
間
／
12
月
22
日
㈯
〜
平
成
31
年

3
月
3
日
㈰
※
積
雪
の
状
況
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
／
毎
週
火
・
木
曜
日

　
（
火
・
木
曜
日
が
休
業
と
な
っ
た
場
合

は
翌
日
ナ
イ
タ
ー
営
業
）
お
よ
び
12
月

　

28
日
㈮
、
平
成
31
年
1
月
9
日
㈬
、
2

　

月
16
日
㈯

■
町
民
無
料
デ
ー
／
12
月
22
日
㈯
、
平
成

31
年
1
月
14
日
㈪
、
平
成
30
年
2
月
16

日
㈯
・
17
日
㈰
、
３
月
３
日
㈰

■
休
業
日
／
毎
週
月
曜
日
※
月
曜
日
が
祝

祭
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
、
12
月
31
日

㈪
〜
平
成
31
年
1
月
1
日
㈫
、
平
成
31

年
1
月
11
日
㈮
〜
13
日
㈰
※
全
道
中
体

連
XC
ス
キ
ー
大
会
開
催

■
営
業
時
間
※
ス
キ
ー
大
会
の
実
施
な
ど

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
／

通
常
営
業
日

9
時
〜
16
時（
リ
フ
ト
最
終
15
時
45
分
）

ナ
イ
タ
ー
営
業
日

9
時
〜
21
時（
リ
フ
ト
最
終
20
時
45
分
）

平成 31年 1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
平成 31年 2月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28
平成 31年 3月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3

平成 30年 12 月
日 月 火 水 木 金 土

22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

町
内
の
小
学
生
以
下
は
リ
フ
ト
無
料

通常営業日
ナイター営業日
休業日

赤字 町民無料デー

《各施設の休業日》
施　設　名 休　　業　　日

役場
12 月 29 日㈯～ 1月 6日㈰

保健福祉会館
子育て支援センター 12 月 30 日㈰～ 1月 6日㈰
公民館 12 月 31 日㈪～ 1月 5日㈯
絵本館

12 月 28 日㈮～ 1月 5日㈯世代交流センター
公民館図書室
総合体育館 12 月 30 日㈰～ 1月 5日㈯
学校夜間開放 12 月 29 日㈯～ 1月 6日㈰
旭ケ丘スキー場 12 月 31 日㈪～ 1月 1日㈫
小川原脩記念美術館

12 月 29 日㈯～ 1月 5日㈯
倶知安風土館
倶知安斎場 1月 1日㈫～ 2日㈬

12 月  1 月
29日㈯ 30日㈰ 31日㈪ 1日㈫ 2日㈬ 3日㈭ 4日㈮ 5日㈯ 6日㈰ 7日㈪ 8日㈫ 9日㈬

ごみの収集 通 常 休 み 通 常 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 休 み 通 常 通 常 通 常

清掃センター
資源リサイクルセンター 通 常 休 み 15時で

受入終了 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 休 み 通 常 通 常 通 常

エコガレージ 通 常 通 常 休 み 休 み 休 み 休 み 通 常 通 常 通 常 休 み 休 み 通 常

　年末から年始にかけて役場ほか町内各施設は、表《各
施設の休業日》のとおり休業しますのでお知らせします。
なお、役場と保健福祉会館については 9日間の休業と
なることから次のとおり窓口を臨時開設します。一部の
窓口を除き、平日同様の各種届出と対応が可能です。
■臨時窓口開設日時／
　平成 31年 1月 4日㈮　9時～ 13 時
■開設窓口／
　《役場庁舎》住民環境課住民係（証明書などの発行に
　限る）・福祉医療課国保医療係・税務課・出納室・水
　道課総務係
　《保健福祉会館》福祉医療課

1 月 4日は窓口を臨時開設します
年末年始施設の休業とごみの収集について

ごみの収集など



た
ち
と
顔
を
見
合
わ
せ
な
が
ら
笑
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を

し
て
負
け
た
ら
ス
タ
ー
ト
ま
で
歩
い
て

戻
る
こ
と
を
繰
り
返
す
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
き
な
口
を
開
け
て
歌
う
こ
と
は
、

口
の
周
り
の
筋
肉
を
刺
激
し
、
呼
吸
器

の
運
動
に
な
り
、
ま
た
、
笑
う
こ
と
は
、

免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き
る

と
講
師
は
話
し

て
い
ま
す
。

　

仲
間
と
た
く

さ
ん
笑
う
こ
と

で
、
心
身
と
も

に
健
康
な
毎
日

を
送
り
ま
し
ょ

う
。

－16－

ＴＯＰＩＣＳ
働
く
こ
と
の
大
変
さ
を
学
ぶ

倶
知
安
中
学
校
2
年
生
が
町
内
で
職
場
体
験

　

倶
知
安
中
学
校
2
年
生
１
０
３
名
が
10

月
24
日
㈬
か
ら
26
日
㈮
の
3
日
間
、
町
内

の
事
業
所
な
ど
で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

公
務
員
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
と
い
う

萩
野
な
つ
美
さ
ん
は
、
役
場
総
合
政
策
課

で
広
報
紙
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
25

日
㈭
、
本
号
の
編
集
に
係
る
打
ち
合
わ
せ

に
参
加
し
た
後
は
、
寿
大
学
10
月
講
座
を

取
材
し
、翌
日
は
記
事
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

役
場
の
仕
事
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う

羊
蹄
山
避
難
小
屋
管
理
人

近
藤
英
輝
氏
が
表
彰

万
が
一
に
備
え
を

北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

　

夏
山
登
山
の
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
を
迎

え
、
避
難
小
屋
の
常
駐
期
間
を
終
え
た
管

理
人
2
名
に
よ
る
羊
蹄
山
管
理
保
全
連
絡

協
議
会
会
長
（
倶
知
安
町
長
）
へ
の
報
告

会
が
10
月
26
日
㈮
に
役
場
町
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

管
理
人
か
ら
は
、
天
候
の
不
順
に
よ
り

登
山
者
が
減
少
し
た
こ
と
や
、
登
山
道
の

状
況
の
悪
化
、
ま
た
、
登
山
者
の
マ
ナ
ー

な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
西
江
町
長

は
、
軽
装
で
の
登
山
へ
の
注
意
喚
起
は
も

ち
ろ
ん
、
事
故
の
発
生
に
対
し
て
は
羊
蹄

山
ろ
く
消
防
組
合
山
岳
救
助
隊
と
の
連
携

が
大
切
で
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
会
に
先
立
ち
、
避
難
小
屋

管
理
人
で
あ
り
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の

自
然
公
園
指
導
員
も
務
め
る
近
藤
英
輝
氏

に
対
し
、
10
年
以
上
に
わ
た
る
指
導
員
と

し
て
の
功
績
を
称
え
、
環
境
省
自
然
環
境

局
長
表
彰
と
し
て
表
彰
状
と
功
労
記
章
が

贈
ら
れ
、
近
藤
氏
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ

　

北
海
道
電
力
泊
原
子
力
発
電
所
（
以
下

泊
原
発
）
の
万
が
一
の
事
故
に
備
え
る
た

め
、
防
災
関
係
機
関
が
協
力
し
て
原
子
力

防
災
対
策
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
の
連
携
、
防
災
業
務
関
係
者
の

技
術
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
防
災
意
識
の
向
上
や
、
防
災
対
策
に
関

す
る
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
る
、
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
が
10

月
22
日
㈪
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

倶
知
安
町
は
泊
原
発
か
ら
30
㌔
圏
内
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
避
難
対
象
自
治
体

で
す
。
こ
の
日
は
、
災
害
時
対
策
本
部
の

運
営
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
た
他
、
一
時
滞

在
場
所
へ
の
住
民
避
難
訓
練
を
中
心
と
し

た
訓
練
に
、
町
民
ら
約
60
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

住
民
避
難
訓
練
で
は
、
集
合
場
所
で
の

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
や
、
バ
ス
の
車
両

や
避
難
住
民
ら
へ
の
放
射
性
物
質
の
付
着

検
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
町
民
は

で
、
素
晴
ら
し

い
表
彰
を
い
た

だ
き
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
地

域
の
自
然
を
守

る
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

「
こ
う
い
っ
た

事
態
に
な
ら
な

い
こ
と
を
望
み

た
い
が
、
訓
練

自
体
は
万
が
一

の
た
め
に
、
非

常
に
意
義
深
い

も
の
だ
と
感
じ

ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
と
し
た

『
寿
大
学
』
の
10
月
講
座
が
、
10
月
25

日
㈭
に
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
植
田

智
子
氏
（
羊
蹄
ハ
イ
ツ
）
と
松
尾
真
由

美
氏
（
町
福
祉
医
療
課
）
を
講
師
に
招

き
、『
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
頭
を
使

お
う
』
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
53
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
参
加
者
は
2
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う
曲
を

交
互
に
歌
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し

ま
し
た
。
互
い
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
つ
ら

れ
な
い
よ
う
に
歌
う
こ
と
は
難
し
く
、

上
手
く
歌
え
な
か
っ
た
参
加
者
は
、
少

し
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
仲
間

笑
う
こ
と
で
健
康
に

寿
大
学
10
月
講
座

事
務
だ
け
で
は
な
く
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
多

い
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
萩
野
さ

ん
。
職
場
体
験
を
通
し
て
「
業
務

の
一
つ
一
つ
に
事
前
の
準
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
見
聞
き

し
た
こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
人

に
伝
え
る
難
し
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
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北
海
道
で
は
、
低
気
圧
が
通
過
す
る
時

や
冬
型
の
気
圧
配
置
で
季
節
風
が
強
ま
る

時
な
ど
に
暴
風
雪
や
大
雪
が
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
石
狩
湾
付
近
に
小
さ
な
低
気

圧
が
発
生
し
た
際
に
は
、
局
地
的
に
短
時

間
で
暴
風
雪
や
大
雪
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
低
気
圧
の
移
動
速
度
が
速
い
場

合
や
地
形
が
急
に
開
け
た
場
所
な
ど
で

は
、
風
の
強
さ
や
見
通
し
が
急
激
に
変
化

し
、
局
地
的
な
大
雪
と
な
り
、
吹
雪
や
吹

き
溜
ま
り
、道
路
規
制
や
交
通
機
関
運
休
、

大
雪
に
よ
る
倒
木
や
建
物
の
倒
壊
な
ど
の

災
害
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

気
象
台
で
は
、
暴
風
雪
や
大
雪
に
よ
り

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
、「
暴
風
雪
警
報
」
や
「
大
雪
警
報
」

を
発
表
し
て
、
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

最
新
の
気
象
情
報
や
雪
の
情
報
を
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

確
認
し
、
暴
風

雪
が
予
想
さ
れ

て
い
る
と
き

は
、
無
理
を
せ

ず
外
出
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

問
札
幌
管
区
象
台
天
気
相
談
所

☎
０
１
１
―
６
１
１
―
０
１
７
０

URLhttps://w
w
w
.jm
a-net.go.jp/

 sapporo/

3
名
の
中
高
生
が
姉
妹
都
市
で
異
文
化
交
流

そ
の
経
験
か
ら
見
る
私
た
ち
の
町

大
雪
や
暴
風
雪
に
よ
る

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

広
報
く
っ
ち
ゃ
ん
7
月
号
な
ど
で
募
集

を
し
、
9
月
号
で
紹
介
し
た
平
成
30
年
度

姉
妹
都
市
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
と
の
青
少
年
交

流
事
業
に
お
け
る
留
学
生
、
竹
山
芽
里
さ

ん
（
倶
知
安
中
学
校
3
年
）・
本
多
翔
ジ
ョ

シ
ュ
ア
さ
ん
（
倶
知
安
高
校
1
年
）・
佐

藤
優
衣
さ
ん
（
倶
知
安
高
校
3
年
）
の
3

名
が
9
月
24
日
㈪
か
ら
10
月
2
日
㈫
の
9

日
間
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
成

長
を
遂
げ
て
い
る
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
、
魅

力
あ
る
豊
か
な
自
然
な
ど
倶
知
安
町
と
共

通
す
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
留
学
生
た
ち
が
体

験
し
た
こ
と
や
、
現
地
で
感
じ
た
倶
知
安

町
と
異
な
る
点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
来
年
は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
の
学
生

が
倶
知
安
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
学

校
の
授
業
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。
今
回
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
に
留
学
し
た
3
名
の
学
生

は
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
「
現
地
の
方
々

は
皆
温
か
く
、
こ
の
留
学
は
貴
重
な
体
験

と
な
っ
た
。
来
年
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
の
学

生
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入

れ
る
際
に
は
、
日
本
や
倶
知
安
町
の
素
晴

ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
教
え
て
あ
げ
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲

チーズ作り体験

9 月 24 日㈪～ 10月 2日㈫　スイス・サンモリッツ

小

食

山 サンモリッツの湖

町並み
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12 月のパリ

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

㈰　会　場：第１展示室

☎

☎

㈯

㈯

㈯

㈯

㈰

㈯ ㈰
　会　場：第１展示室

㈯
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▲木亜鈴（木製ダンベル）



あめだま たのしいうんどう なぜこうなった？
あの絶景のひみつ

ヨチヨチ父 とまどう日々

ペクヒナ 平尾剛 山口耕生 ヨシタケシンスケ

どんまい 黄泉坂案内人
思い出の向こう岸

神さまを待っている 鍋の素

重松清 仁木英之 畑野智美 エダジュン

New Books広
報
く
っ
ち
ゃ
ん

12
月
号

NO.1079
平

成
30

年
12

月
1
日

発
行

■
発

行
・

編
集

　
倶

知
安

町
総

合
政

策
課

企
画

振
興

室
広

報
広

聴
係

 ☎
0
136-56-

8001
公

式
Ｗ

Ｅ
Ｂ

サ
イ

ト
http://www.town.kutchan.hokka

ido.jp/
info@town.kutchan.lg.jp　

■
印

刷
　
（

有
）

旭
太

陽
堂

印
刷

祭があり、多くの個人・団体による文化活動が披露さ

れ、大変盛会でした。若い世代への継承も課題になっ

ていますが、それぞれの活動を応援しています。

　11 月 23 日、高速道路（倶知安―共和間）の工事着

工式が行われ、今月 8日には小樽余市間が開通します。

これまで高速道路延伸に取り組んできた関係者や町民

の皆様に感謝申し上げ、引き続き、倶知安―余市間の

早期完成に向け要請していきます。

　また、同日に開催された子ども議会では、議員となっ

た児童・生徒から、まちづくりに関するさまざまな一

般質問があり、そこで防災無線を聞き直す方法につい

て質問がされました。専用ダイヤル（☎ 23-2121）に

電話をすることで、放送内容を確認できる自動応答

サービスについて、しっかりと周知しなければと考え

たところです。子ども議員から出された提案や課題な

どは、真摯に受け止めなければならないと感じました。

　12 月は人や車の動きもどこか慌ただしく、交通事

故も多い月です。冬道の安全運転を心がけ、新しい年

　今年も早いもので、残すとこ

ろ 1 カ月となりました。11 月

は気温が高く、今冬の降雪が心

配されますが、昨年に増して多

くの観光客が訪れて、町が賑わ

うことを願っています。

　さて、11 月には町総合文化

西江栄二
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絵本館

公民館 3 階図書室
10 ～ 17 時（毎週月曜休館）
※ 12 月 27 日（木）は図書整理日のため休館
　 12 月 28 日（金）～ 1 月 5 日（土）は年末年始のため休館

新着図書のお知らせ

10 ～ 18 時（毎週水曜休館）
※ 12 月 25 日（火）は図書整理日のため休館

12 月 28 日（金）～ 1 月 5 日（土）は年末年始のため休館

今日は何を食べよう？

ホ ッ ト プ レ ー ト ビ ビ ン バ

● 材料（4 人分）

● 作り方

1 人分 エネルギー 501kcal
塩　　  分 2.8g

ご飯茶碗 4 杯分、もやし 1 袋、に
んじん 1 本、ほうれん草 1 袋、ご
ま油少々、塩少々、キムチお好み
で、ひき肉200g、卵2個【たれ】しょ
うゆ大さじ 4、砂糖大さじ 2、ご
ま油小さじ 1、しょうが少々、に
んにく少々、豆板醤少々

食事のときはテレビを消し、会話を楽しみましょう♪
　昨年の 1 歳半、3 歳児健診のアンケートで約 65％の人
がテレビを見ながらの食事習慣があると答えました。子
どもの食事の悩みで 1 番多いのが「遊び食べ」です。ま
ずはテレビを消し、おもちゃを片付け、保護者もスマー
トフォンは近くに置かないなど、食事に集中できる環境
をみんなで準備しましょう。ホットプレートは目の前で
調理できるので、香りや焼ける音で食欲もアップします。
やけどには気を付け、家族で会話を楽しみましょう♪

栄養士　岩井麻未

▲くっちゃん米 PR
    （11 月 3 日）

を元気でお迎えください。

①にんじんは千切り。もやし、にんじん、ほうれん草はサッ
とゆでて、ごま油、塩を軽くまぶし、ナムルを作る。

②たれは計量して混ぜ合わせる。
③ホットプレートにひき肉を入れ、②を 1/3 入れ炒め、

取り出す。
④ホットプレートにご飯、①と③を並べ、上に卵をのせる。
⑤④を混ぜながら炒めて、②の残りを入れる。※お子さ

んがいる場合はたれを少し入れて、取り分ける。
⑥お好みでキムチ、豆板醤を入れる。
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